平成２８年度　連盟総会議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２８年５月２１日（土）17：15〜17：57
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 北海道グリーンランドホテルサンプラザ

１．開　会
　　　久恒常任理事より、総会議案書の資料差し替えについて説明があり、その後、開会が宣言

　　された。議長及び副議長が決まるまで、久恒常任理事により議事が進行された。

２．氏名点呼

　　　山口理事により氏名点呼が行われた結果、会員数91名中、出席会員32名、委任状49通　

　　により一般社団法人岩歯定款第１８条を準用し本総会は成立した。

３．議長及び副議長選出

連盟支部規約第10条４項『総会の議長は、総会に於いてその都度互選する』により正副議長の選出をとり諮ったところ、執行部一任とのことで議長に仲屋俊夫先生、副議長に旗手一永先生を指名し、異議無く承認された。正副議長よりそれぞれ就任の挨拶があった。その後、議長より連盟総会の議事進行は副議長が執り行う旨が告げられた。
４．議事録署名人指名

総会議事規則第１章総則第４条により、副議長から議事録署名人に石井真生先生が指名され異議無く承認された。議事日程の変更があり、議事日程6．報告事項（２）監査報告は7．議決事項第１号議案上程後に行われる旨の説明があり承認された。

５．支部長挨拶

　　　永山支部長より、平成２７年１月２３日開催の日歯連盟の臨時評議委員会で、迂回献金の

　　存在が指摘された。この時点では砂川稔氏を来る参議院選挙の組織代表候補として議決する。　

　　同年３月２０日高橋英発氏、次期日歯連新会長に確定するも、４月３０日「迂回献金疑惑」　　　

　　により東京地検特捜部の日歯連及び関係者の自宅等の強制捜査を受ける。６月、日歯高木新

　　執行部及び日歯連高橋新執行部始動する。一方、８月７日開催の道歯第３９回連盟臨時評議　

　　委員会で藤田連盟会長の挨拶で、日歯連が選挙活動を凍結しているため、平成２８年夏の参

　　議院選挙には第一候補者の砂川先生の名前が記載されていない。との報告があった。また、

　　９月２６日開催の道歯第４０回評議委員会では、砂川先生の後援活動については、東京地検

　　の捜査が終結した時点で開始すると中央情勢報告があった。
　　　平成２７年９月３０日、日歯連前会長高木氏・前副会長村田氏・元会長堤氏の三氏が政治　

　　資金規正法の疑いで逮捕される。これを受け高木日歯会長辞任、また両罰規定に基づき団体

　　としての日歯連盟も起訴される。平成２７年11月２０日開催の道歯第４１回臨時評議委員　

　　会では、日歯連盟執行部の進退問題について、次期参議院比例代表選挙候補者について連執

　　行部より選挙自体を白紙撤回するという提案がなされ意見が求められた。との中央情勢報告

　　があった。また、平成２８年２月２０日開催の道歯第４２回評議委員会では、高橋日歯連盟

　　会長談によると「処罰規定により組織自体も起訴された件について謝罪する。連盟として職

　　域代表の擁立は断念するが、政権政党とのつながりを継続していくためにも、各都道府県の

　　歯科医師連盟は日歯連盟の方針に沿った選挙活動をお願いしたい。今後も会員のための連盟

　　であることを是非ご理解いただきたい」との報告があった。

　　　平成２８年４月８日付の道歯連盟藤田会長の「第２４回参議院通常選挙における比例代表

　　候補者の対応について」の書面で、自民党安倍晋三総裁より「参議院比例代表候補者に　山

　　田　宏　氏（前衆議院議員・前杉並区長）」への推薦依頼があり、これを受け平成２８年４

　　月２２日開催の第４３回臨時評議委員会では「参議院比例代表候補者に　山田　宏　氏（前

　　衆議院議員・前杉並区長）」の推薦について審議された。

　　　以上のような挨拶が永山報告を兼ね永山支部長からあった。

６．報告事項

副議長より質疑に関しては、全ての報告事項が終了してから受け付けると説明があった。　　　　１）道歯連盟評議員会報告　永山支部長報告

（１）第３９回連盟評議委員会　　平成２７年８月７日

　中央情勢報告として、高橋英登先生が連盟会長に就任。議決事項として正副議長の選出、監事には九津見紳一朗先生が就任。報告事項として現在連盟は選挙活動を凍結しているため平成２８年夏の参議院選挙には第一候補者の砂川先生の名前が記載されていない。との報告があった。

（２）第４０回評議委員会　平成２７年９月２６日

　中央情勢報告として、砂川先生の後援活動については、東京地検の捜査が終結した時点で開始するとのこと。議決事項として平成２６年度の収支決算が議決された。

（３）第４１回臨時評議委員会　平成２７年11月２０日

　日歯連盟執行部の進退問題について、次期参議院比例代表選挙候補者について連盟執行部より選挙自体を白紙撤回するという提案がなされ、意見が求められた。

（４）第４２回評議委員会　平成２７年２月２０日

　高橋日歯連盟会長談によると「処罰規定により組織自体も起訴された件について謝罪する。連盟として職域代表の擁立は断念するが、政権政党とのつながりを継続していくためにも、各都道府県の歯科医師連盟は日歯連盟の方針に沿った選挙活動をお願いしたい。今後も会員のための連盟であることを是非ご理解いただきたい」。

　議決事項として、連盟規約の一部改正、支部制の廃止、平成２８年度事業計画・予算案、第２４回参議院選挙における候補者推薦に関する件、衆議院北海道５区補欠選挙候補者推薦に関する件、が承認された。

（５）第４３回臨時評議委員会　平成２８年４月２２日

　第２４回参議院通常選挙における比例代表候補者に「山田宏　氏」の推薦に関する件が上程され審議され決定した。

２）監査報告　　
　監査報告については議事日程の変更に伴い、7．議決事項第１号議案上程後に行われた。

３）その他
　特に報告事項はなかった。

以上の報告事項について特に質疑はなく、異議なく決定した。
７．議決事項
１）第1号議案　平成２７年度連盟特別会計収入支出決算に関する件

　白井理事より提案理由の説明が行われ、その後、議事日程の変更に基づき勝木監事より監査報

告があった。質疑応答無く、異議無く可決決定した。
２）第2号議案　平成２８年度会費賦課徴収法（案）に関する件
　久恒常任理事より「本支部は、会員相互の協力により、政治力を強化し、歯科医師の業権の確
保とその発展とを図り、医療体制を整えることを目的としており、その活動費用として会費が必
要であると考えております。会費につきましては、一医療機関6000円です。尚、勤務医、家族
からの会費徴収はいたしません」との提案理由の説明があった。

質疑応答無く、異議無く決定した。
３）第３号議案　平成２８年度連盟会計予算（案）に関する件

　白井理事より提案理由の説明があり、その後審議を諮ったところ異議無く可決決定した。
副議長により、第2号議案、第３号議案の（案）を削除する旨が告げられた。
４）第４号議案　北海道歯科医師連盟岩見沢支部 名称変更に関する件

５）第５号議案　連盟規約改正の件

　副議長より、第４号議案・第５号議案は関連があるので、一括上程したいと旨が告げられ、承認された。久恒常任理事より、第４号議案　北海道歯科医師連盟岩見沢支部 名称変更に関する件及び第５号議案　連盟規約改正の件の２議案についての上程理由が以下のように説明された。
「これまで『北海道歯科医師連盟岩見沢支部』の組織名で活動してきましたが、この春、北海道歯科医師連盟より組織の名称変更を依頼されました。その最も大きな理由は助成金の問題です。
先ほどの収支決算書にありました通り、毎年、北海道歯科医師連盟から岩見沢支部へ助成金が送られてきますが、本部から支部へという、同じ組織内での助成金名目での送金は本来あってはならない行為だそうです。ということで、『北海道歯科医師連盟岩見沢支部』など、連盟の下部組織と認められるような名称から、『岩見沢歯科医師連盟』という別の組織に名称を変更する必要があります。
　また、名称変更に伴い「連盟規約」を改正する必要が出て参ります。別紙の新規約と別表の新旧対照表にお示ししました通り、組織名の変更、役職名の変更、並びに現在の状態に合わせた改正が必要となりましたので宜しくご審議の程お願い申し上げます」

以上のような提案理由説明の後、審議を諮ったところ、質疑応答無く異議無く可決決定した。

８．協議事項

　執行部、会員ともに無く打ち切りとなった。

９．その他

　三嶋顕先生より、再生医療に対する法改正について、今回改正となったが手続きが複雑になったので、今後このような改悪が起こらないよう政治的な働きを期待する。また、今後の選挙において、歯科界に有用な人物ならば政党や団体に囚われずに応援して欲しい。と以上二点ほどの要望があった。其の外はなく「その他」は打ち切りとなった。

以上、全ての審議が終了となり、正副議長の職は解かれた。

１０．閉会
倉増副支部長により閉会が宣言された。

　　　　　　　　　議　長　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　副議長　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　㊞
平成２８年５月２６日　議事録作成者　広報部　　木村　悟
PAGE  
4

